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基本情報

■人口：64,912人 ■世帯数：28,720世帯

■面積：667.93㎢（人口密度 98.1人/㎢）

※東京23区より少し広い面積です。

■主な地域内の移動手段：

自家用車、バス、タクシーなど

R6.12.1現在

特 徴

地理・交通
 南アルプスと中央アルプスの山々に囲まれ､天竜川等が流れる自然豊かなまち。

 高速道路利用で東京から３時間、名古屋から２時間、大阪から4.5時間。

気候

 雪は少なく、降っても5～10ｃｍ程で、年に3～4回の雪かきが必要な程度。

冷え込みは厳しく、マイナス10度近くになる朝もありますが、晴天率が高

く、晴れの日の澄んだ青空が最高です。冬は道路が凍結する日が多いので、

車はスタッドレスタイヤへの交換が必須です！

名 物
 ローメン、ソースカツ丼、「信州そば発祥の地 伊那」のそばは絶品。

 薪ストーブやペレットストーブの利用は日本一と言われるほど。

 King Gnuメンバー2人の出身地。

PRポイント
 自然をいかした信州やまほいくや、総合学習などの特色ある子育て・教育。

 バーチャル体験等により伊那の魅力を発信するデジタルを活用した移住定住。

 子育てや農林業等が注目され人気移住地域 第１位！( SMOUT (スマウト)3期連続！）

移住の取組

移住支援制度

 住まい…住宅新築等補助金最大150万円

 仕事…仕事のマッチング支援、ふるさとワーホリ、モバイルオフィス など

 その他…移住定住サポート「田舎暮らしモデル地域」が４地域・出会いサ

ポートセンター など

担当からの
メッセージ

 移住定住コーディネータや空き家の専門員配置等による、ワンストップの移

住定住相談窓口です！

 都市圏や市内、オンラインでの移住セミナーや体験ツアーも幅広く実施中！

電話やメール、オンライン相談 などお気軽に問合せください！

連 絡 先

【伊那市役所 地域創造課 移住定住促進係 (移住･定住相談窓口)】

電話： 0265-78-4111（内線 2253） 移住定住HP ➡

E-mail： jkz@inacity.jp

伊那市



 スーパー、ファミレス、コンビニ、ドラッグスト
アなど、店舗多数！

 ユニクロ、スターバックス、ドン・キホーテなど
のチェーン店も！

 地元野菜をふんだんにつかった料理やお料理や、
地酒・クラフトビールを提供する飲食店、おしゃ
れな古民家カフェ等も多数点在。

 大阪に続き全国で２番目に飲食店が多いまち（人
口比率）

生活や食事に困らない 便利なまち！

伊那市のまちには何がある？



地域のみなさんによる「朝マル
シェ」、森の楽しさに出会えるイ
ベント「森JOY」、気軽に森でたき
火をするだけの一日「たき火の
日」、子どもから大人まで楽しめ
る「伊那まちファミリーフェス
タ」等々、まちのいたる所でたく
さんのイベントを開催！！

 スキー場やキャンプ場、大自然を
活かしたアクティビティ、川遊び
に山遊びもたくさんあり！

伊那市のまちには何がある？



伊那市ではたらく

自然をいかした農林業（第一次産業）、
製造業（第二次産業）やサービス業・医
療（第三次産業）多数。

製造業を中心に多種多様な仕事あり！

地域内企業で異業種連携も育まれ、新た
なイノーベーションを創出。

コワーキングスペースやサテライトオ
フィスなどもあり、新しい働き方、暮ら
し方をしたい方にもオススメ！

移住希望者向けに伊那商工会議所
と連携して無料職業紹介を実施！



自然の中でのびのびと！ 特徴的な子育て・教育環境

自然環境をいかした「信州やまほいく」（普及型１０園、特化型２園）

不思議がる、試してみたがる、など「がるがるっ子」を育て、生きる力を育む保育

公立保育園１９園、市立保育園２園、認定こども園３園、認可外保育園２園

総合学習が中心にある学校や、学校林での自然科学など小規模をいかした特徴的な小学校多数

待機児童ゼロ、総合病院・産婦人科が多いなど、「子育て世代にぴったりなまち」



伊那市にお試し移住

移住体験住宅
最長３０日 25,000円(山寺)・30,000円(高遠) ／ １家族 （光熱費込み）

田舎暮らしモデルハウス
最長３泊４日 １泊４,０００円／１家族



伊那市にお試し移住

ふるさとワーキングホリデー
２週間～１か月 市内で働き、
仕事と暮らしを丸ごと体験

農家民泊体験
上伊那の民泊家庭でお茶・

ランチ・滞在

農業体験
リンゴの収穫・農作業車の乗車体験



伊那市移住・定住窓口にお気軽にご相談ください！

オンラインでの相談の予約はこちら

Facebookでの情報発信
「長野県伊那市移住・定住相談窓口」

伊那の魅力を仮想空間で体験
「伊那MRスクエア」

伊那市移住定住応援サイト
「伊那に住む」

【伊那市移住・定住相談窓口】

電話：0265-78-4111 E-mail： jkz@inacity.jp



長野県 伊那市

教育と学校のご紹介



伊那市の教育とは？

伊那市の教育理念「はじめに子どもありき」

児童生徒らが自ら生きる力を育むために、
「はじめに子どもありき」の教育理念のもと、
郷土の教育資源を生かした食育やキャリア教
育をはじめ、体験や対話を重視した人間性に
満ちた教育により、心豊かな人づくりに取り
組みます。
また、豊かな自然や歴史文化に恵まれた郷土
の魅力を学び、ふるさとに対する誇りや感謝
の気持ちを育むとともに、郷土愛を受け継ぐ
次の世代の人材育成に努めます。

「はじめに子どもありき」は、子どもの事実に立ち返るということであり、

子どもの事実を教育の出発点あるいは根拠とするということである。

平野朝久『はじめに子どもありき』（学芸図書/1994年）

長野県伊那市「令和3年度 教育委員会の事務の管理及び執行状況の点検及び評価報告書」より

 総合的な学習

 地域社会や文化と結びついた学習

 自然体験

 ICTの積極的な活用

 自分らしい生き方（キャリア教育）
など



伊那市立小学校 × 15校

市立小学校

市立小学校（小規模特認校）

伊那市役所

伊那市内には小学校が15校あります。

その大半が山・森・川・田んぼなど自然が身近な環境にあり、

市街地の学校でも動物飼育や稲・野菜栽培をはじめとした

自然環境や地域社会と親しむ活動を取り入れています。



伊那市立中学校 × 6校

市立中学校

伊那市役所

伊那市内には中学校が6校あります。

小学校に比べて数が少ないですが、徒歩や自転車、

地域のバスなどを利用して登下校しています。

自然体験以外にも「キャリア教育」にも注力しています。



伊那市の小学校って？

1学年1学級や、

1クラス20名以下の

小規模な学校が多い。

（新山小・伊那西小・高遠北小・

手良小・長谷小・富県小・西春近

北小など多数）

ポニーやヤギを育てたり、

アイガモを飼育したり、

桜並木を育てたり。

（伊那小・高遠小・美篶小など）

学校の活動でシイタケや

松茸をおみやげに！

（伊那西小・新山小など）

地元の農作物を使って

地元の方々が調理する

給食がおいしい！

（長谷小など）

図書館は著名建築家の設計。

明るくて開放的で心地よい。

（伊那東小）

森に囲まれた校庭は

遊び甲斐たっぷり。

（西箕輪小、伊那西小など）

掃除や集会など

縦割り活動で

異年齢交流。

（市内各校）

教室の窓から

南アルプス！

（手良小など）



伊那市の中学校って？

通学路の安全対策で

まちづくりを提案。

（春富中）

日本有数の桜の名所がすぐそば！

観桜期には生徒主導で地域活性化・

観光のボランティア。

（高遠中）

地元の農作物から商品開発。

プロモーションも生徒が立案。

（長谷中）

長野県の慣習「無言清掃」。

毎日学校をピカピカに。

（市内全中学校）

マンモス校だからこそ

いろんな人と出会える。

（東部中学校）

豊かな自然に囲まれて

深呼吸できる成長環境。

（西箕輪中学校、長谷中学校）

地元への理解を深める

地域交流が盛ん。

（伊那中学校など多数）



小規模特認校制度

伊那市では学区の学校＋小規模特認校という学びの選択肢があります。

「豊かな自然の中での活動機会を与えたい」「少人数の学校で子どもを学ばせたい」など、「特
色ある教育環境を活かして、一人ひとりの個性を尊重し、明るく伸び伸びとした教育」を保護者
が希望した場合に、一定の条件をもとに校区を越えて入学・転学が認められた学校です。

小規模特認校

伊那西小学校 高遠北小学校新山小学校

 少人数での学びが実現できる

 子どもの特性に合った学校を選ぶことができる

 学校選びで住まい選びが制限されない

 子どもにとっての選択肢が増える 伊那市ホームページ
「小規模特認校」の取り組み



教育移住のメリットと注意点

伊那市や各学校が大切にしている学びや特性を知っていただいた上で、

お子さんがのびのびと成長できる学校を検討することができます。

移住検討の際には、学校見学やオンライン相談していただくことをおすすめします。

 すべて市立の公立校なので経済的。

 各校ごとに特色や多彩な取り組みがある。

 森・川・山・田んぼなど自然に親しめる環境。

 少人数で学べる環境。

 学区＋小規模特認校という選択肢。

 伝統的な学びを大切にしている。

 先進的な学びに対しても積極的。

 私立校とは仕組みが違う。

（文科省の学習指導要領に準じる）

 小規模特認校への学区外登校は

保護者の送迎が必要。

 学校の特色が必ずしもすべての

子どもに合うわけではない。

 教育移住も「子どもありき」で。

メリット 注意事項



参考資料

伊那市ホームページなどから伊那市の学びについて知っていただけます。

伊那市 教育への
ICT活用の取り組み

長野県伊那市「令和5年度 教育要覧」

市内小中学校の通学区

2021年・2023年に開催したICT活用教育の取り組みの様子

市内小中学校の児童・生徒数、
学級数（令和6年度）


